
 

二丁目・四丁目が優勝分け合う 

 

        ―２３年度佐鳴台校区町民体育大会― 

 今年度第３２回佐鳴台校区町民体育祭は、雲一つないすばらし秋空の下、町内の６チー

ムが参加して佐鳴台小学校グランドで行われた。開会式では子供会代表の６年生の竹田

昌敬君（一丁目）と大屋南々帆さん（三丁目）が元気いっぱい選手宣誓を行った。 

 演技では年代別徒競走、佐鳴台幼稚園児の見事なカラーガード、恒例のお菓子取り競

争、風船割競争、飴食い競争、ラムネ飲み競争、輪投げ、パン食い競争など幼児から高齢

者まで延べ３,０００人以上の町民が参加した。 

 また、町別の得点競争種目では大接戦が展開され、最終種目の男女別リレーの結果、二

丁目と四丁目が３３点の同点で優勝を分け合い、２点差で１丁目が続いた。 

閉会式では、優勝の２チームが仲良くカップを受け取り、満場の拍手を浴びた。  

  

    

           

   

 

   

     



 

   

   

 

   

 

 

    

 

 

                                    

 


